
売れる鶏ふんを目指して（（有）鈴鹿ポートリー，養鶏，三重県鈴鹿市）

地 域 の 紹 介

経 営 の 概 要

� 鈴鹿市は三重県の北西地域に位置する。北は四日市
市、南は津市及び亀山市の両市と市境を接し、東は伊
勢湾、西は鈴鹿山脈が連なる恵まれた自然環境に囲ま
れた地域である。

� 伊勢茶、さつきなどの花木、水稲の生産、養鶏、肉牛、
酪農などの畜産が盛んで、特に採卵鶏の飼養羽数は県
内でも多い地域である。

� また、自動車レースの鈴鹿サーキットで有名。

・所在地：三重県鈴鹿市上田町

・敷地面積：2,000㎡

・労働力：4人（正社員3名、フルタイムのアルバイト1名）

・飼養形態：ウィンドレス鶏舎

・飼養羽数：採卵鶏6万羽（成鶏3棟、育成1棟）

ポ イ ン ト

� 耕種農家の要望に沿った窒素含有量の高い堆肥の生産による鶏ふんの普通
肥料登録、散布作業や輸送に有利な堆肥のペレット化、広域流通が可能となる
ペレット堆肥の袋詰め等に取組み、売れる鶏ふん堆肥を実現。

� 肥料の評判は口コミで広がり、県内の葉物野菜農家、水稲作受託企業、県外
では京都府、滋賀県、奈良県、和歌山県へ販売。

普通肥料化に取り組むまでの経緯

� 鶏卵価格が低迷した時期に、何か出来ることがないかと考え、鶏ふんを販売
することを思い立つ。

� 鶏ふん堆肥は、品質が一定せず、成分表示も無かったため、耕種農家に使っ
てもらえない状況であった。

� このため、使い勝手の良い付加価値を付けた鶏ふん堆肥の製造・販売に取り
組むこととした。

検卵風景

鈴鹿市

堆肥のマッチング 4
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売れる鶏ふんを目指して

普通肥料登録が可能な鶏ふん堆肥製造

� 特殊肥料として販売していた鶏ふん堆肥を普通肥料として登録するためには、
窒素含有量を公定規格の値まで増やす必要があった。

� このため、ベルトコンベアー上の鶏ふんに5日間外気を吹き付け、鶏ふん中の

含水率を低くすることにより、尿酸分解菌の働きを弱めた（搬出時の鶏ふん含
水率は約72%）。

� さらに密閉型発酵装置で短期間（5～6日間）の発酵及び乾燥を行い堆肥化。発
酵温度を60℃以上に保ち、尿酸分解菌を殺菌（搬出時の含水率は約25%）。

� これらの処理により、通常2%程度といわれる鶏ふん堆肥中の窒素含有量を4%

に確保。鶏ふん堆肥の普通肥料「加工家きんふん肥料」として登録が可能と
なった。

� 通常の堆肥では分解されてしまう尿酸を2%以上含んでおり、速効性肥料として、
化学肥料の代替利用が可能。

密閉発酵装置

� 鶏ふん堆肥を普通肥料として登録したことにより、堆肥に含有することの少ない
苦土（マグネシウム）を混合することが可能となった。

� また、散布作業や輸送に有利な堆肥のペレット化を行った。ペレット堆肥には、
散布作業の軽減、保管性及び流通性の向上、成分の安定性といった利点があ
る。さらに広域流通が可能となるようペレット堆肥を袋詰めして販売。

� 肥料の評判は口コミで徐々に広がり、県内のキャベツ、ハクサイ、ブロッコリー
等の葉物野菜農家、水稲受託企業、県外では京都府、滋賀県、奈良県、和歌
山県へ販売している。

ペレット造粒機

ウィンドレス鶏舎

鶏ふん堆肥袋詰め施設

鶏舎内部
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堆肥広域流通の取組（JA菊池，熊本県菊池市）

JA菊池

ポイント

� JA間の連携による耕種地帯への堆肥ストックヤードの整備。

� 地域の余剰堆肥の利用促進及び耕種地帯における堆肥不足を解消するため、
余剰堆肥を収集・加工するための処理施設を整備。

� 地域内外での堆肥利用をさらに促進するため、耕種農家のニーズに合わせた
堆肥を製造。

� JA菊池と耕種地帯のJA（JA熊本市、JA八代、JA阿蘇、JAふくおか八女）間の連携によ
る広域的な堆肥の利用を促進するため、JA菊池が畜産環境緊急特別対策事業、地
方競馬全国協会助成等を活用し、耕種地帯に堆肥ストックヤード等を整備。

� JA菊池より耕種地帯のJAへ貸付後、譲渡。

菊池地域農業共同組合（JA菊池）

平成元年4月1日に、熊本県菊池郡市管内8つの市町村（菊池市・旧七

城町・旧旭志村・旧泗水町・旧合志町・旧西合志町・大津町・菊陽町）の
各JAが合併して発足。構成する組合員は10,855戸。

JA間の連携による耕種地帯への堆肥ストックヤードの整備

JA阿蘇（H17）
（野菜等）

JA八代（H12、H17）
（い草、露地野菜、施設野菜）

JA熊本市（H19）
（柑橘）

JAふくおか八女
（茶）

地 域 の 紹 介

� 稲作、メロン、シイタケ等の栽培、畜産が盛んな地域であり、農業産出額は熊本
県では八代市に次いで第2位、畜産は熊本県で第1位であり、西日本最大の酪
農地帯となっている。

� 熊本県下最大の畜産地帯（飼養頭数割合：乳用牛42%、肉用牛35%、豚42%）で

あることから、生産される堆肥の自家利用や地域の耕種農家との耕畜連携によ
る利用には限界があり、広域的な流通が課題であった。

堆肥のマッチング 5
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� JA菊池が畜産環境総合整備統合補助事業（国費）により有機支援センター旭志を平

成17年に整備。

� 地域内畜産農家の家畜排せつ物処理施設で一次発酵させた余剰堆肥を一括集荷。

� 二次堆肥化処理により品質を高め、バラ状堆肥を生産。

� 主に管外に出荷し、堆肥の不足する耕種地帯へ有機資源を安定供給。

� JA菊池が畑地帯総合整備事業（国費）により有機支援センター合志を平成20年に

整備。

� 地域内の良質堆肥を使用し、圧縮した形で流通できるペレット状堆肥を製造。

� ペレット状堆肥の利用は、耕種農家の既存の機械で散布が可能であること、バラ
状堆肥の半分以下の投入量で必要な肥料分を確保できることから、耕種農家の
作業時間の短縮が可能。

� このような耕種農家のニーズに合わせたペレット状堆肥を製造することにより、地
域内外での堆肥利用をさらに促進。

【施設概要】
堆肥舎4,300㎡、管理棟64㎡、ロータリー撹拌機

1機、袋詰機1機、ショベルローダー2台、堆肥運
搬車3台、自走式堆肥散布機2台等

JA菊池きくちのまんま有機支援センター旭志

【施設概要】
発酵槽1,200㎡、原料置場91㎡、堆肥貯蔵庫及び作業

場3,125㎡、乾燥棟1,104㎡、酪農堆肥処理槽154㎡、

養豚堆肥処理槽20㎡、管理棟35㎡、作業機械1式JA菊池きくちのまんま有機支援センター合志

地域の余剰堆肥を収集・加工するための処理施設の整備

耕種農家のニーズに合わせた堆肥の製造
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地域循環型農業支援の取組（伊佐堆肥センター，鹿児島県伊佐市）

地域の紹介

� 伊佐市は、鹿児島県の北部に位置し、銘柄米「伊佐米」の生産地で、鹿児島県
で有数の米どころであり、また、畜産も盛んなことから耕畜連携した地域循環
型農業を推進しており、地域で製造される堆肥の品質向上と耕種農家の利用
拡大が課題。

ポイン ト

� 家畜ふんは畜産農家が自ら搬入し、堆肥処理料は畜種毎に設定。

� 自ら培養した微生物資材により臭気、害虫の抑制や堆肥発酵の促進を行うとともに、
微生物資材は農家等にも販売。

� 地域の耕種農家のニーズに応えた堆肥を製造し、散布作業まで一体的に実施。

地域循環型農業を支援する堆肥センターの整備

� 平成20年、良質堆肥製造のために地元のJAが管理していた2か所の堆肥センター
を統合して、新たに伊佐堆肥センターを整備。さらに平成21年に自走式堆肥散布
機等を導入。

� 堆肥センターの管理運営は公益社団法人伊佐農業公社が実施（職員数：4人、繁
忙期にはアルバイト4人雇用）。

� 家畜ふんは畜産農家が搬入（計量は自動化）し、堆肥処理料は畜種毎に設定。

宮崎県

鹿児島県

伊佐市

熊本県

伊佐堆肥センター

家畜ふん処理量（H27年）

畜種
処理量

ｔ/日 ｔ/年

肉用牛 27.2 9,921

豚 4.5 1,643

鶏 4.1 1,507

合計 35.8 13,071

堆肥製造量（H27年）

種類 製造量

バラ堆肥
さん号 1,275ｔ

散布面積 282.34ha

袋詰堆

肥

いち・に号（15kg） 10,018袋

よん号（20kg） 7,368袋

【施設概要】
堆肥舎6,761㎡、管理棟32㎡、ロータリー撹拌機2機、袋
詰機1機、ショベルローダー等5台、堆肥運搬車1台、ク
レーン付き自走式堆肥散布機2台、トラックスケール等

施設全体写真

製品熟成保管槽

二次発酵槽

(ロータリーで攪拌）

一次発酵槽

（ホイルローダーで切り返し）

堆肥のマッチング 6
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� 地域の耕種農家に向けて、作物毎（主に、米、野菜）に、家畜ふん（牛ふん、豚ふ
ん、鶏ふん）を適切に混合し、4種類の堆肥を製造。

� 適切な堆肥発酵管理により、耕種農家が取り扱いやすい良質堆肥を低価格で製
造・販売。

� 伊佐堆肥センターの堆肥は、収穫量が増加するなど利用農家の評価が高く、堆
肥の需要が増加しており、さらなる堆肥の需要に応えていくため、施設規模の増
強を検討中。

地域の耕種農家のニーズに応えた堆肥を製造し、散布作業まで一体的に実施

� 微生物資材（※）は市販の酵母菌、乳酸菌、納豆菌で低コストに自家培養。

� 臭気、害虫（ハエ）発生の抑制、堆肥発酵の促進を目的に各工程（一次発酵、二
次発酵、保管）で散布。

� 臭気対策の設備が不要となり、施設の維持管理が低コスト。

原料投入時、一

次発酵槽での切

返作業時に、発酵

促進剤（自家培

養）をホースで散
布

二次発酵槽で

ロータリー攪拌時

に、発酵促進剤

（自家培養）を自
動散布

微生物資材自家培養装置

微生物資材により臭気、害虫の発生が抑制され、堆肥発酵が促進

（※）市販の酵母菌、乳酸菌、納豆菌、糖蜜に
よる微生物資材の自家培養装置を制作。
なお、培養した微生物資材は施設内で使
用するほか、市内外の農家に臭気抑制や
堆肥発酵促進材として販売。

市内のJAで販売（15kg～20kg 1袋：360～390円）自走式堆肥散布機（農家の要望に応じて田畑
に散布（10a当たり500kg散布：3,750円～、10a
当たり1,000kg散布：6,000円～）
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最先端の脱臭システムの導入（（株）ヒルズ，養豚，宮城県大河原町）

地 域 の 紹 介

経 営 の 概 要

� 大河原町は、広域行政機関が所在する仙南行政の中
心地。年間平均気温12℃前後、降水量は1,250mm程度
で、「蔵王おろし」に象徴される県内有数の強風地帯。

� 古くから街道や水運による交通の要衝で、鉄道網や、東
北自動車道・山形自動車道の高速交通網が整備されて
おり、このような地理的条件を活かし、稲作に偏らない
果樹、畜産、林産物など多彩な農林畜産業が営まれて
いる。

・所在地：宮城県柴田郡大河原町

・敷地：第一農場 繁殖豚舎6棟 24,202㎡

第二農場 肥育豚舎2棟 15,995㎡

第三農場 離乳豚舎2棟 肥育豚舎2棟 16,281㎡

第五農場 肥育豚舎5棟 23,649㎡

・労働力：23人

・飼養頭数：母豚 1,700頭、総飼養頭数 2万頭、年間出荷頭数 4万頭

ポ イ ン ト

� 平成10年より様々な消臭資材や換気システムを取り入れ、臭気対策に取り組
むが、満足な効果が得られなかった。平成22年より、デンマーク社製のエアク

リーンフィルターを導入したところ、臭気軽減に高い効果がみられ、臭気に関す
る苦情も減少。

� 同システムは、宮城県のほか、青森県、山形県、福島県、群馬県でも導入実績
あり。

エアクリーンフィルター導入までの経緯

� 経営拡大に伴い平成10年頃より、本格的に臭気対策に取り組む。

� 数十種類の消臭資材や換気システムを取り入れ、臭気対策に取り組むが、
満足な効果が得られなかった。

� 平成21年2月、業者より、デンマーク社製のエアクリーンフィルターの説明を受
ける。

� 国内で導入済みの先進養豚場の視察、自社養豚場における試験導入を経て、
平成22年に、食料自給率向上・産地再生緊急対策交付金を活用し、エアク
リーンフィルターを第1農場の堆肥化処理施設（1,500万円）に、平成23年には

第3農場の全豚舎（1億7,000万円）に導入した。

大河原町

臭気対策 1

- 16 -



エアクリーンフィルターの効果

エアクリーンフィルターの仕組み

� ハニカム構造のフィルターパッドに、循環水槽からポンプで水を汲み上げ、常時
パッド全体に上部から水を掛け流す。

� 畜舎内の臭気を含んだ空気を、一次処理、二次処理の2枚のフィルターに通し、
脱臭してから屋外へ放出。

� 循環掛け流しの流水により臭気物質や粉塵を水に溶け込ませ吸着すると共に、
水を掛け流されたフィルターには自然界に存在する微生物が付着し、臭気成分
を餌として増殖しながら、臭いの元になる物質を除去。

ハニカム構造の

フィルター
1枚目フィルター

⇒ 2枚目

2枚目フィルター

⇒ 換気ファン

排気ファン

⇒ 屋外へ

メチルメルカプタン

第三農場肥育舎

脱臭効率 99.9%

（株）エヌエス

環境によるガ

スクロマトフ分
析測定結果

硫化水素 脱臭効率 100%

硫化メチル 脱臭効率 94.2%

二硫化メチル 脱臭効率 91.1%

プロピオン酸 脱臭効率 100%

ノルマル酪酸 脱臭効率 100%

ノルマル吉草酸 脱臭効率 99.3%

イソ吉草酸 脱臭効率 99.8%

アンモニア 脱臭効率 98.4%

� 畜産環境で問題となりやすい9物質を90%以上除去し、近隣からの臭気への苦
情が大幅に減少。
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低コストで管理が容易な脱臭装置（群馬県）

ポイント

� 畜産経営に起因する苦情のうち、約6割が臭気関連であり、臭気対策が重要な

ことから、群馬県は、生物脱臭装置である軽石脱臭装置とファイバーボール脱
臭装置を開発。

� 県単事業でこれらの脱臭装置の新設と既存施設の改修を支援。

� 県外へも生物脱臭装置の普及が進んでいる。

軽石脱臭装置

� 脱臭槽内に軽石を充填し、臭気を通過させる際に軽石内に棲みついた微生物
がアンモニアを分解。

� 希釈用のブロワを設置し､脱臭前臭気のアンモニア濃度を400ppm以下（微生
物がアンモニアを分解できる濃度）に希釈し、脱臭後のアンモニア濃度を1/10

以下まで低減。

� 微生物の働きを活発化させるために軽石に散水し、冬期はビニールハウスに
より保温。

� 安価な軽石を使用しているため、設置費用が安価。
� 軽石の交換は10年程度は不要であり、維持・管理が容易。

軽石脱臭装置

軽石脱臭装置の仕組み

ロックウ－ル法との性能比較

項目 ロックウ－ル 軽石

送風NH3 200ppm

送風量 50m3

槽容積 92m3

接触時間 100秒

資材単価 約5万円/m3 約8千円/m3

400ppm

25m3

25m3

60秒

臭気対策 2
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